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平成２９度足守中学校の入学式が４月１１日（火）に挙行されました。

御来賓、保護者の皆様に見守られ、今年度は４６

名の新入生を迎えることができました。全校１３

２名の生徒がそろっての中学校生活がスタートで

す。新入生の保護者の皆様も生徒のみなさんも、

期待と不安を胸に入学の日をお迎えになられたと

思います。一人一人が、かけがえのない個性をも

って生活している子どもたち。その一人一人を大

切に、また、子どもたちが「充実した学校生活が

送れている」と思えるような教育の実現をめざしていきたいと思います。

さて、校長先生は式辞のなかで、多くの仲間と

の関わりを大切に、仲間とともに成長してほしい

という願いを込めて、新入生のみなさんに大切に

してほしい２つのことをお話しされました。

その一つ目は、「自分の夢をもち、思い描き続

けること」です。３年間を通して、生徒のみなさ

ん一人一人が、より広く、そして、より深く学び

３年後の進路決定を乗り越えていく力をぜひ身につけてください。二つ目は、

「学び合う」ことです。足守中では全教科で「協同学習」に取り組んでいま

す。自分でしっかりと考え、わからないことは仲間とともに考え学び合って

いってください。そうすることで、①いろいろ人とつながり、協力しながら

取り組むことができる力、②身につけた知識・理解を新しいことに活かす力、

③課題を見つけ課題解決のために工夫して取り組むことができる力が身につ

いていきます。多くの仲間とともに、授業を大切にしながら中学校生活を充

実させ、心と身体を成長させていってください。新入生のみなさんは、校長

先生の言葉を胸に、これからの中学校生活をがんばってください。

来賓の東原透さんからは、「意欲をもって入学した今の気持ちを忘れること

なく、先輩と力を合わせ様々な行事や学習に取り組んでいってください」と

ご祝辞をいただきました。

在校生を代表して生徒会長の今井新之介さんは、

「岡山市初の一体型校舎で、３年後には最も大切な

仲間となるであろう、みなさんの周りにいる友だち

と共に笑い、時には泣き、自分にしか創ることので

きない中学校生活を実現してください」と歓迎の言

葉を述べました。

未来に羽ばたこう！
新入生からは、宇野さくらさんが代表で、「部活

動では、先輩や仲間とともに協力したり結果を求

めていったりするなかで、自分の力を伸ばしてい

きたい。学習面では、新しい教科や協同学習を通

して仲間とともに積極的に学び合っていきたい。」

と堂々とあいさつしました。

みなさんを支えてくださる多く

の人たちの熱い期待に応えるべく

４６人みんなの力を合わせて３年

間を創造していってください。み

なさんの活躍を期待しています。

～ 退任式 ４月１０日（月）～

これまでお世話になった感謝の気持ちと

別れを惜しみながら式を終えることができ

ました。退任される先生からは、心のこも

ったお言葉をいただき、生徒のみなさんから

は、感謝の言葉を贈りました。足守中を去ら

れた先生方には、これまで生徒や学校のためにご尽力いた

だきました。新しい職場でのご活躍をお祈りいたします。

～ ４月１１日（火） １９：００ ～

ＰＴＡの学級委員会が開催されました。ＰＴＡ活動

は、生徒の健全な成長を図ることをめざし、保護者と教師

が協力して、学校や家庭における教育に関し、教育環境の

改善や充実を図るために必要な活動を行う団体です。地域

や学校によって活動は様々ですが、本校は、みなさん大変

熱心に取り組まれ、 「学校だけではできないこと 」を保護者

のみなさんの力をプラスして充実した活動を展開しています。以前、ある保護者の

方が、「ＰＴＡ活動をやってみて一番良い点は、保護者同士のつながりができるこ

とです。 」 と言われていました。活動を通して新たなネッ トワ－クをつくり 、お子さん

の成長につなげていってください。お忙しい中本当にありがとうござました。


